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本市においても今後研
究していく　　　　　

国保に加入する個人事
業主等に傷病見舞金を

▲デルタ株流行対策として不織

　布マスクの着用を

問　財政支援により、国民健康

保険加入者が、新型コロナウイ

ルス感染症に感染するなどし、

療養のため働くことができなく

なった場合、給与受給者には、

標準報酬日額の2/3に相当する

傷病手当金が支給されている。

　しかし、個人事業主は、この

制度の対象になっていない。

　市独自の支援制度として、個

人事業主等へ見舞金の支給を。

答　市では、国の特例的な財政

支援を受けて国民健康保険の傷

病手当金の制度を運用している

が、この制度は、被用者を対象

としていることから個人事業主

は支給対象外となっている。

　個人事業主は被用者と異なり、

療養の際の収入減少等の状況も

多様であることや、資金繰りな

どにおける月次支援金など、別

の制度があるためと考えられる。

　しかし、他市において、個人

事業主等への傷病見舞金の制度

を創設しているところがあるこ

とから、津市においても今後研

究していく。

●その他の質疑・質問●

○64歳以下の新型コロナワクチ

ン接種の状況は

○12歳以上の小中高生等を対象

とした優先接種の考えは

○65歳以上の新型コロナワクチ

ン未接種者への再勧奨を

○新型コロナウイルス感染症拡

大防止対策における危機管理部

の役割について

○不織布マスク等の備蓄品の配

布について

何ができるかという部
分について考えていく

9つ　市　議　会　だ　よ　り

個
人
質
問

新型コロナ罹患回復者
の体験を活用すべき　

▲新型コロナウイルス罹患回復

　者のリアルな情報活用を

  し 　みん　 　
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問　新型コロナウイルス感染症

に罹患し、回復された方やご家

族からの情報は、自身の体験を

通してのリアルな情報である。

ホームページや広報で掲載する

等、活用することにより、独り

で抱えている悩みや不安の解消

ができ、また、感染防止にもつ

ながると思うし、長きにわたり

ご尽力いただいている医療従事

者への感謝を伝える場にもなる

と考えられるがどうか。

答　新型コロナウイルス感染症

患者の個人情報については、三

重県が管理しており、市では知

ることができない状況にあるが、

回復者の方が実体験を発信して

いただき、それをご覧いただい

た市民の皆さまが日常生活にお

いて、新型コロナウイルス感染

症に対する意識を持っていただ

くことは重要なことである。

　発信に当たって一番に危惧さ

れるのは、匿名性の確保であり、

まずは他団体で行われている先

駆的な取り組みについて研究し、

何ができるかという部分につい

て考えていく。

●その他の質疑・質問●

○（仮称）津市行政の公正公平

の確保に関する条例（案）につ

いて

○小・中学校における端末の先

行研究を活かした現在の取り組

みと今後の展開について

○線状降水帯等大雨の対策につ

いて
 ● 近年の異常気象に対する対策

は

 ● 土砂崩れに対する対策は
り かん


